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言語コミュニケーションWG活動計画言語コミュニケーションWG活動計画

活動目標

ＮＩＣＴの持つ豊富な言語資源と高度な言語処理技術を利用した、知識獲得・情報検索・質問応
答・翻訳（支援）などの機能を持つ総合的な言語コミュニケーションシステムの研究開発提案

活動体制

主査： 池野篤司（沖電気）
メンバー：ＮＨＫ放送技術研究所、ＮＴＴアドバンステクノロジ、富士通研究所、沖電気、ＮＩＣＴ

研究開発課題

•翻訳支援環境の研究
•大規模非定型文書からの情報抽出の研究
•その他

活動スケジュール

Ｈ１８年度

9月 10月 3月
Ｈ１９年度

5月 8月 2月
Ｈ２０年度

5月

△ △
・分科会報告 ・現況把握
・シンポジウム ・テーマ検討
準備状況報告
・活動計画検討

△ △ △
・分科会報告 ・外部資金 ・活動中間

・協力体制検討 応募 レビュー

△ △
・分科会報告 ・活動レビュー

・成果発表イベント

準備状況報告



言語コミュニケーションWG活動計画言語コミュニケーションWG活動計画

• 考えられる方向性
– 翻訳技術 ・・・ NICT自然言語グループの活動に関連して
– それ以外の自然言語処理技術 ・・・ 検索・抽出・要約など

• 当面のアクション
– 参加メンバからのヒアリング

• WG活動に対する期待
• WG活動に貢献可能な技術・リソース

– 技術紹介

– 研究開発課題のリストアップ


